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『リュ シ ア ン ・ル ー ヴ ェ ン」 にお け る 〈衣 裳 〉

高 木 信 宏

「現代的理想美 」を創造 すべ く同時代 の社 会 に題材 を もとめた 『赤 と黒』 は

ス タンダール的 〈ロマ ンチ シズム〉 のひとつの結実 であるが,選 択 された叙述

の手 法 は当時一 世 を風 靡 し多 くの作 家 た ち に大 きな影 響 を あたえ た ウ ォル

ター ・スコ ッ トの歴史小説 の方法 とは一線 を画 した ものとな つている。 と りわ

け注 目 したいのは,ス タ ンダールの小説で は作中人物 の容貌 や服装 といった風

俗的 な細部 が きわめて消極 的 に しか示 されな い点 で ある。 その主 な理 由 は,

1830年2月19日 『ナ シオナル」紙 に発表 され た 「ウォル タ ー ・ス コ ッ トと

『クレー ヴの奥方』」 とい う短 い論文 にお よそ窺 い知 れ る1)。 スコ ッ ト流 の こま

ごまと した風俗描写 は歴史 に不案内な読者 に しか価値がな く,時 代の流れの な

かでやがて は色槌せて しまうものであ る。 しか も 「自然の模倣」 といいつつ も

スコッ トの作品 は情 念の描出において 「自然の特徴」が充分でな い,と いうの

が スタ ンダールの批 判で あ り2),ま た 『赤 と黒」 の創作 にお いて 『ク レー ヴの

奥方』 に連 な る心理分析 の手 法にかけ る作家の文学 的戦 略の根拠 で もあ っただ

ろ う。

しか しなが ら,1832年 の 『社会 的地位』,1834年 に は じま る 『リュシア ン ・

ルー ヴェン」3)の 創 作で は,叙 述 にかんす るス タンダールの考 えに変化 がみ ら

れ る。 『赤 と黒』 にたいす る同時代人 の不評 を反 省 してか,読 者 の想 像力 に訴

え るた めに風 俗的 な細 部描写 を もつと採 りいれ る必要 を おぼえて い るのであ

る4)。 な かで も興味 ぶか い のが,作 中人 物 が身 に まと う衣裳 につ いて の 「流

行,衣 服,そ の着 こな し,こ れはG・ サ ン ドの得意 とす ると ころ。 〔…〕 ジ ョ

ルジュ ・サ ン ドに倣 つて手 を くわえ ること」[1516]と い つた草稿 の余 白 メモ

で ある。 たん なる文学的流行へ の妥協 といつたようなことが考え に くい作家で

あり,か つて 『イタ リア絵画史』のなかで は同時代 の服装 の美術的 モチーフと

して の価値 について疑 念が表明 されていただ けに5),ス タ ンダールが小説 の叙

[1]
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述 の なか に 〈衣裳〉 というモチーフの積極的 な導入 をはか つたね らい,つ ま り

この モチ ーフにどの ような役割 を演 じさせて いるのか とい つたことは充分検討

にあたい しよ う。本稿で は未完 の小説 とい う性格 を留意 しつ つ,〈 衣裳〉 のモ

チーフの考察 をこころみ たい。

1

ヴ ァレ リーによ つて 「ヴォー ドヴィル」 と評 された よ うに,「 リュ シア ン ・

ルーヴ ェン」 の描 きだす世界 は シニカルな笑 いに満 ちあふれてい る。7月 王政

下 のフ ランス社会 のカ リカチ ュアを呈示 す るにあた つて,第1部 で は地方都市

ナ ンシー,第2部 では主 としてパ リと,主 人公の移動に したがい異な る社会的

環境 ・階層 を風刺 の対象 と して い くその手 法 は,ス タンダールが18世 紀の風

刺作 家 たちか ら継 承 した もの であ る6)。 〈衣裳〉 のモチ ー フも作品 の このよ う

な趣 向 と無縁 ではないが,衣 裳それ 自体が誇張を ともな う喜劇的 な小道具 と し

て作 中人物 の性格 的特 徴をデ フォル メ してあ らわす とい うわ けで はない。 当時

の貴 族階級 や ブル ジ ョワ階級 に浸透 して いる 「優雅 さ」 「流行」 の見地 か ら登

場 人物たちの着 こな しを槍玉 にあ げること,あ るいは階層間 の差異 の記号 とし

ての衣裳の社会的な機能を積極的 に論ず る ことが作家 の主 たる関心 とな つてい

るわ けで もな いのだ。冷ややか な描写 によ つてク ローズア ップされ るのは 〈衣

裳〉をめ ぐつて人 々がみせ る反応で あ り,焦 点 は 〈衣裳〉 その ものの うえにお

かれて いるとはいいが たい。 い くつ か代表 的な例 を見 てい くと,ま ず第1部 ・

第ll章 ナ ンシーの町民 シル ヴィアーヌ嬢のばあ い

お茶を飲みおわると,リ ュシアンはその夜シルヴィアーヌ嬢が着ていたじつにきれい

な ドレスをほめに行った。アルジエ製の生地で,栗 色(と 思 うが)と 淡黄のたいへん

広い縞がはいつており,こ の色が光にあたって,い ちだんとひきたつて見えた。

リュシアンが見とれていると,こ れにこたえて器量自慢のシルヴィアーヌは,そ の

風変わりなドレスのいわれをくわ しく説明した。アルジエ製の生地で,長 いあいだ洋

服箪笥にしまつておいたことなど。この感動的な話の興味しんしんたる箇所にさしか

かると,美 人のシルヴィアーヌはいささか並はずれな体のことを忘れて,き まつて首

をか しげるのだつた。[879]
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めず らしい服地,お そ らくは高価 な ドレスを一介 の商売人 の娘 が身 に まとうこ

との是非 を問 うよ うな教条主義 的な了見 は,も ちろんス タンダール とは無縁 で

あろ う。 しなをつ くつた仕種 におと らず鼻 もちな らない俗悪 さ として描 かれて

いるのは,自 分 の所有物 につ いてと くと くと話す行為,つ ま り慎 みぶかさの欠

如で ある。 しか も,こ の空虚 な饒舌 を,パ リのブルジ ョワ青年 が感心 するほど

のみ ごとな ドレスとナ ンシーで も指折 りの美貌 とい う2つ の外的 な美点 との対

照 にお くことで,そ の醜 さはいつそう際だ たせ られて いるのだ。

しか し,だ れ しもが この ような細部 に敏感 なわ けで はない,と 小説家 は考 え

たのだ ろうか。 よ りわか りやす くす るための伏線 が敷かれて いる。前章 にお い

て登場 す るテオ ドラン ド ・ド ・セル ピエール嬢 とその姉 妹。 ナ ンシーの名門貴

族 に属 す る彼女 たち は,社 会 階級 ばか りか経済状況 や容 姿 といつた点で もシル

ヴィァー ヌ嬢 とは対照 をなす存在 であ る

彼女たちの話 しぶりはすなおだつた。「まるで美人でなくてすみませんといってい

るみたいだ」とリュシアンはふと思つた。

彼女たちはあまり声高な話はすこしもしなかつた。話に興がのつてきても,首 をか

しげたりはしないし,た えず聞き手にあたえる効果を気にするということもな く,自

分たちの ドレスの生地がどんなに珍しいか,ど こ製かとかいつたことをこまごまと述

べたてたりもしなかった。[876]

外面と内面の不一致,そ れがあ らか じめ逆のパターンで配置されることで,2

種類の人間のタイプの対照を強調するように働いているのが確認できよう。い

うまでもな くこの2重 化された対照法は,ス タンダールのこころみる戯画化の

構成法としてとらえるべきものである。付言するな らば,こ れ らが配置されて

いるセルピエール邸 とベルシュの店 という2つ の挿話 ・空間そのものが こ

れらは物語の時間の流れのなかで隣接 している 主人公 リュシアンによつて

経験 される 「くつろぎ」 と 「倦怠」,お よび時間感覚 によつてさらに大きな対

立の構図におかれている点 も見逃すことはできない7)。

〈衣裳〉というモチーフに導かれて冷笑的に描 きだされるのは,な にも中産

階級にかぎられるわけではない。作家は正統王朝派の地方貴族たちにも矛先を

むけている。第15章,国 外亡命中の王妃の祝日に催 された舞踏会でのシャス

トレール夫人の装い(「 あつさりした薄化粧」「地味で質素 な ドレス」[916])
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にたいして他の貴族たちがむける非難,そ れはセル ピエール夫人のつぎのせり

ふに集約されていよう 「あの粗末な白いモス リンはどういうことなので

しょう」[917]。 この第一声が,夫 人の長たらしい批判の真の動機がどのよう

な性質の ものであるのかを ものの見事に露呈させている。生地の素性を見て思

わず口をついて出たことば,そ れは審美的な価値判断のまじらない一種の値ぶ

みにすぎず,あ のシルヴィァーヌ嬢の自慢話とオーバーラップすることで社会

階層間の精神面での距離を一挙に消滅させて しまう。モリエールの時代とは逆

の主題 成 り下がる貴族の姿のカリカチュア。よしんば 「綿」 と 「絹」 とに象

徴される政治的な対立をふまえたものであつたとしても,敵 対する階級の言動

を意識するがゆえにもはや貴族 らしくない貴族であることにいささかもかわり

ない 「〈共和派がなんといいだすで しょう〉と貴婦人 たちは異口同音に叫

んでいた」[917]。

スタンダールの筆は,地 方貴族たちの 「舞踏会」の絢燗豪華な外面にかくさ

れた,こ のような時代固有の精神傾向をシニカルに描 きだしている

た わ い な い見 栄 ば か り は つて い る この 地 方 で は,舞 踏 会 と い う と戦 いの 日で あ り,

ひ とつ の 美 点 で もお ろそ か にす る と,は な はだ しい気 ど り と み な され る。 本 来 な ら,

シ ャ ス ト レー ル夫 人 に ダ イ ヤ ぐ らいつ けて ほ しか っ た と こ ろ だ。[916]

つまり,シ ャストレール夫人が中傷 されるのは,貴 族 としての義務を冒涜 して

いるからでなく,ひ とえに高価な所有物による虚栄心の競合に参加 しないため

ということになろう。 いうまでもな く,こ こでスタンダールが戯画的に呈示 し

ているのは,ブ ルジョワの時代にいかにも似つかわしい 「高尚さ」「優雅さ」

を勘定する舞踏会なのである。

ところで,先 の 〈セル ピエール姉妹vsシ ルヴィアーヌ嬢〉のばあいとは風

刺の対象となるものの形態こそ異なるが,実 質は同一の精神構造がモラリス ト

的なレベルで問題となつているのはあきらかである。カリカチュアの構成の面

か ら 「虚栄心」という主題の変奏についていえば,明 解な対立の構図がふたた

びもちいられている点に共通の特色をみることができる。スタンダール的な虚

構世界の構築と,さ らに審美的な次元に観点をかえるならば,こ れらの挿話は

スタンダール的な 「存在」たちとその他の人間たちを差異化する機能をも同時



5

に あ わせ もつて い るのは まちが いな く,そ の意 味で は作品 にお け る 「美」 と

「醜」 の コン トラス トをい つそ う鮮 明にす る働 きを もって いる と定義 す るこ と

もで きるはず だ。

2

しか しなが ら,こ のよ うな二項対立 による組立 はお うお うに して善悪二元論

的 な単純 さ ・平板 さにおちいる ものであろ う。 が,ス タンダールの戯画 的 リア

リズムは主人公 を も語 り手 の辛辣 な皮 肉の対象 もつとも,ヴ ィクター ・ブ

ロ ンバー トの指摘す るよ うな 「見せか けの皮 肉」 は別 と して8)に す る こと

で その難 を逃 れている。

上層 ブルジ ョワ ジーの偲偲政権 ともいえる7月 王政下 にあ って,パ リで も有

数 の銀行家 を父 に もつ リュ シア ン ・ルー ヴェン。第1部 ・第1章 でス タンダー

ルはこの理工科学校 を放校 された支配階級 の ジュニアを登場 させ るにあた り,

服 装へ の言及 を忘 れてはいない

そのときから,リ ュシアンは変わつた感じの青と金色のぜいた くな部屋着をはおり,

鶏頭色の暖かいカシミヤのズボンをはいていた。

彼はこういう身なりで幸福そうにして,顔 には微笑みをうかべていた。室内をひと

まわりするたびに,べ つにどこを注視するということもなくちょつと目をそらして,

長椅子のほうを見やったが,長 椅子の上には鶏頭色の笹縁のついた緑の軍服が投げだ

してあり,そ の軍服には少尉の肩章がついていた。

これこそ幸福 というものであつた。[772]

軍 人 へ の転身 を予 告 す る一 節 で語 られ る 「幸 福」,し か しそ れが ル イ=フ ィ

リップの国民 軍へ の期待 でな い ことは,つ づ く第2章 の主人 公の 内的独 白に

よつて あき らか だ。 おそ らく輝 か しいナポ レオ ンの軍隊 への憧憬 に由来 する,

い くぶ ん子供 じみた満足感 には,7月 王政期 に フランス文化 のなか に深 く定 着

した観 のあ るダ ンデ ィスム とはいえ ないまで も9),ブ ル ジ ョワ青年 のひ とつの

特徴 をなす洗練 された 〈衣裳〉 についての趣味 ・嗜好 がい りま じつてい るのを

見 ないわけにはいか ないだろ う
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「第9連 隊にも席はあいていたが,惜 しいことをしたかな」。 リュシアンは,バ ルセ

ロナから届いた甘草紙で巻きたての小 さな葉巻に楽 しげに火をつけなが らつぶやい

た。「第9連 隊は黄水仙色の笹縁をつけている……あのほうが明るいな……それはそ

うだが,し か し気品がないし,威 厳がない,軍 人 らしくもない……。なに軍人 らしい

だって。下院で雇われたこんな連隊相手に戦 う奴などいるものか。軍服でかんじんな

のは舞踏会でひきたつことだ。 とすると黄水仙色のほうが明るいな……」[773]

しか も,「軍服」をめぐりあれこれ夢想する主人公の姿には,「有閑階級の青年

将校」という当時の典型的な人物像さえも認めることができよう。 このような

タイプは王政復古期にすでに見 られたようで,サ ン=シ モン主義的な社会改革

者 とよぶにふさわしい医師ベナシスの人生を物語 るバルザックの 『田舎医者』

(1833年9月 出版)の 冒頭部分にも,少 尉として配属 される風見鶏的な貴族院

議員の息子の挿話がシニカルに語 られるのを読むことがで きるlo)。『リュシア

ン・ルーヴェン』第1部 ・第5章 にも7月 王政下の羽振 りのよい青年将校 たち

の存在をレジチ ミストの立場から皮肉つた紋切り型の表現 「身を売つた政

府支持議員の息子さん」[809]が 見 られるが,む ろん ここで主人公 リュシ

アンを論 じるにあたつては,彼 らとの社会階級や支持する政治思想の相違など

はあまり問題ではなく,箔 をつけるために軍職につ くお金持ちのお坊 つちゃん

といつた,い わばステレオタイプ化 した既存のイメージと主人公 リュシアンが

小説の導入部分においてきわどい類似を見せている点こそが重要なのだ。第1

部 ・第2章 の リュシアンと槍騎兵第27連 隊つきフィロ トー中佐の2度 目の会

見の挿話でスタンダールは,こ うした 「おしゃれな青年将校」を皮肉るのみな

らず,さ らに,変 質 してしまつた元ナポレオン軍の将校 という別種の典型的な

軍人像 と組みあわせなが ら,7月 王政下の国民軍についての見事な風刺をおこ

なっている

し か し,こ の 老 兵 の 気 骨 は15年 間 の 王 政 復 古 期 に う ち の め さ れ,パ リの に や け男

(muscadindeParis)が 一 足 飛 び に連 隊 つ き の少 尉 に な ろ う と,い っ こ う不 快 を 感

じな くな って い た。 ヒロ イ ズ ムが 後 退 す る につ れて 打 算 が 割 り こ ん で き,フ ィロ トー

はす ぐさ ま この 青 年 〔リュ シ ア ン〕 を ど う利 用 で き るか を計 算 して,父 親 は代 議 士 か

と たず ね た。[778,強 調 は ス タ ンダ ー ル]

スタ ンダールが ブル ジ ョワ階級 の主 人公 にたい し,「 にや け男muscadin」 と
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いう,も ともとは大革命時のお しゃれな王党派青年を形容する語をもちいてい

る点からも,当 時このような類型的な人物像は社会階層間の対立をこえて見 ら

れるようになつていたことが窺い知れよう。 してみると,「パ リのにやけ男」

にとつての 「鶏頭色の笹飾のついた緑の軍服」とは,「変わつた感 じの青と金

色のぜいたくな部屋着」や 「鶏頭色のカシ ミヤのズボン」などの等価物にすぎ

ず,や はり7月 王政時代のひとつの戯画的人物像の形象化のために配置されて

いる細部だとみなしておくこともできそうだ。

ただし,こ こでの主人公にたいするアイロニーの射程 と効果を正 しく見定め

るたあには,リ ュシアンがまだ物語の出発点にいることに留意 してお く必要が

あろう。批判の根拠は政治的というよりモラリスト的であり,そ の場合でも分

不相応な奢修 というような次元で非があばかれているとするのは謬見で,物 語

の展開するに したがつて主人公が単なる 「パ リのにやけ男」以上の存在になつ

ていくのに読者は立 ち会 うことになるか らだ。端的な例 として,第1部.第

12章 の従僕 の仕着せをめぐる連隊長 との謝いの挿話が挙げられる。いかにも

狭量で俗な人物の典型である連隊長は,数 名の従僕たちに 「いやにおおきな飾

り紐」のついた 「けばけばしい色の仕着せ」をきせて 「これみよがしに往来を

のし歩 く」 リュシアンの姿に腹をたてて,仕 着せの召使はひとりまでという命

令をだす一

リュシアンは従僕に平服を着せて,こ のうえなく粋な姿に仕立てたが,そ れは彼 らの

ぎこちない俗っぽい態度と,滑 稽な対照をなす ものであつた。この新 しい服をつ くる

のに,彼 は土地の洋服屋を使つた。想像 もしなかったが,こ ういう事情で彼のひやか

しはまんまと図にあたり,社 交界で も大いに面目をほどこして,コ メルシー夫人から

お世辞をいわれた。 ドカンクール夫人やピュイローラン夫人にいたつては,も う彼に

夢中だった。[893]

〈衣裳〉が対人関係の駆けひきの武器に変貌するこの挿話において,凡 百 の

「お しゃれな青年将校」たちの群からぬきんでた主人公の一面が肯定的に描き

だされるのを目にするならば,裕 福な出自や優雅な趣味 もそれ自体をとりあげ

てみてもなんら否定的な要素だとはいえまい。

小説の導入部で主人公を時代のひとつの典型 として軽い皮肉をまじえて呈示

するという手法は,世 紀病的ヒーローから叙事詩的な英雄にいたるまで多様な
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主 人 公像を うみだ した ロマ ン主義文学 にあ つて もあ まり例がな いので はな いだ

ろ うか。「アルマ ンス』 や 『赤 と黒」 といったス タ ンダール 自身 の先行作 品 と

比較 してみて も,オ クターヴ ・マ リヴェールは性格 の 「奇妙 さsinguralit6」,

ジ ュ リア ン ・ソレルは鄙 に まれな語学 力 と,主 人公たちの社会 にお ける例外的

な存在 としての片鱗 が はや くも物語 の冒頭で示 されてい る点で大 き く異な つて

いよ う。 とりわけ ロマ ン主義 の もつとも英 雄主 義的な主人公 ともいえ る後者 と

は設定 か らして対蹟 的であ る。 じっさい,社 会的な野心 の きわめて希薄な この

ブル ジョワ青年 の物語 について,モ ー リス ・バルデ ッシュは小説 にお ける主人

公 の中心 的な役割 を首 都パ リや地 方のハイ ソサエテ ィの活写を可能 にす るため

の 「証 人」「旅行者」 であ ると,ど ち らか といえば消極的 な位 置づ けを して い

るしll),ま た ジルベール ・デ ュランは反=英 雄 的な性格 サ ン ト=ブ ーヴの

「愛慾』や ミュ ッセの 「世紀児 の告 白』 にみ られ る内省的 な タイ プとは系譜 を

異 にす る を小説 のテーマか ら構造 にわた り詳細 に検討 している12)。 こ う し

てみ ると,「 リュシア ン ・ルー ヴ ァン』 において主人公 をあえて ステ レオ タイ

プか ら出発 させ たの は,世 相 の風刺 を基調 と した快 活 で軽 快 な文 体 のみな ら

ず,新 趣 向の意外性 をね らつたス タンダールの文学 的な戦 略 といえ よう。 とは

いえ小説 の全体 的な構想、にか らめた解釈 を してお くことも必要 だ。 ミシェル ・

クルーゼが見事 に分析 したよ うに,7月 王政期 の フラ ンス社会 の戯 画的な形象

化 が主題 とな るこの作 品は,ほ かの どの スタンダールの小説 に もまして,ブ ル

ジ ョワジーの台頭 とジ ャーナ リズ ムの飛躍 的 な発 展が み られ た時 代 の思 考様

式,つ ま り出来合 いの政治 的 ・社会 的な レッテル,紋 切 り型 の文句や考えな ど

が人 々の判 断 か ら表現 にい た るまで横 行 す る実 態 を浮 きぼ りに しよ うとす

る13)。 そ の意味で は,あ き らかにバルザ ックよ りもフローベ ールの作品 に近 い

性質 を もつ といえよ うが,『 リュシア ン ・ル ーヴ ァン』 で特徴 的 なのは,ス テ

レオ タイプが作 中人物 の風刺 に もちい られ るばか りか,そ の ことに鈍感な読者

に とって もひ とつの罠 とな りうる点 であ る14)。物 語 の語 り手 が リュ シア ンの一

面 を椰楡 しているのはた しかだが,し か し同時に作者 によ る密やかな皮 肉が,

主 人公 を ブル ジョワ青年 の典型 としてのみ理解 し,安 心 して しま う読 者の方に

むけ られているのではあるまいか.
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3

小説の第1部 にお いて リュシア ンが身 にまと う軍服,わ けて もその服地 の色

の もつ象徴的な価値 にかん して は,す で にジ ャン=ポ ール ・ヴェベールが作家

の幼少期 の体験 にさかのぼ って解釈 を試 みてい るが15),わ れ われ はべつの観点

か らこの問題 を再検討 してみたい。 まず読者 はナ ンシーへ 出発 す る以前 の主 人

公 の行動 を読む か ぎ り,軍 服 の色 に 「緑 色 の/未 熟 なvert」 と い う2重 の意

味 を読 み とつて しま うのではあ るまいか。 とい うの も,第2章 で初対面 の フィ

ロ トー中佐 の俗 な外見 に失望 し,お まけにその ことで従兄 に説教 を されて,屋

敷 に もどるや軍服 を乱暴 に脱 ぎすて涙 なが らに父親 に抱 きつ く,と い う一 幕が

主人公 によ つて演 じられてい るか らだ.リ ュシアンの心情 の吐露 は父親 に理解

されず,軍 人にふ さわ し くない とかえ ってた しなめ られ る。涙の交換が盛ん に

称揚 された18世 紀 の文学 のパ ロデ ィーであ ると同時 に,「 男 らしさ」 の規範,

と いうよりもそれぞれの職業特有 の 「らしさ」 の習得が処世術 と密接 にむす び

つ い た7月 王政 期 の フ ラ ンス社 会 の あ り様 を うかが わせ る挿 話 と読 む な ら

ば16),た しか に主人公 のふ るまい は軽 蔑的な ニュア ンスを こめた 「未熟 さ」 の

一言で要約す ること も可能 だろ う。 とはいえ,こ こに示 されるよ うな一般 的な

暗黙 の了解,ド クサに属す る見方 か らすれば 「未熟 さ」 と同一視 され うる主人

公 の過度 の感 じやす さ こそ,ほ かな らぬス タンダール世界 の主 人公たちに共通

の,も つとも肯定 的な資質 のひ とつであ ることも見逃 す ことはで きない。 スタ

ンダール的なテ クス トを読 む楽 しみ とは,こ のよ うな罠 の仕掛 け,二 重化 され

た言説 を見抜 くことにあ るといえよ うか。 したが って,小 説のーは じまりにお い

ては リュシア ンの軍服 の 「緑 色」の含み もつ象徴的な意味あ い も両義的な もの

と映 じうるわ けだが,さ らに注 目すべ きことに,物 語の展開 にと もないその曖

昧 ともいえ る象徴性 は しだ いに特権的な性格を色濃 くお びて い くことになるの

であ る

リュシアンが目をあげると,大 きな家が目にはいったが,こ れまで連隊が通りすぎ

てきた家々にくらべて,そ れほど見苦しくもなさそうだつた。広い白壁の中央には,

はでな緑色のペンキを塗つた鎧戸がかかつている。「趣味のない田舎者はなんとあく

どい色を使 うんだろう」

リュシアンがこういう無礼な考えを楽 しんでいると,そ のとき,緑 色の鎧戸がすご
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しほ そ 目 に ひ らか れ た。 み ご と な ブ ロ ン ドの,お 高 くと ま つ た と い う感 じの う ら若 い

女 で,連 隊 の分 列 行 進 を見 に 出 て き た の だ っ た。 こ の美 しい顔 を見 て,リ ュ シ ア ンの

陰 気 な考 え はす つか りふ っ と び,心 は い き い き と して き た。 〔…〕

リュ シ ア ンの 属 して い る第2中 隊 が とつ ぜ ん 動 き だ した の に,彼 は じつ と目 を は で

な緑 色 の 窓 に そ そ い だ ま ま馬 に拍 車 を あ て たか ら,馬 はす べ って 倒 れ,リ ュ シ ア ンを

地 上 に ほ う りだ した。[794]

第1部 ・第4章 にお ける主人 公たちの有名 な出会いの場面。 ジャン ・ル ーセが

示唆 したよ うに17),恋 物 語 と しての独 自性が恋愛 の諸相 における主人公 たちの

あいだの 「距離」 によ つて発揮 され るとい う点 で,文 学 史上 にいかな るモデル

もみつか らない,リ ュシアンとシャス トレール夫人 の風変 わ りな恋愛 の端緒 と

な る くだ りで あ るが,ま ず こ こで主 人公 リュ シア ンの視 界 に とび こむ2つ の

色,「 緑色」 と 「白色」 が特 権的 な恋 の ライ トモチ ーフ として第1部 のテ クス

ト中に しか るべ く配 置 されてい るとい うベルナール ・フールニ エの指摘 を思 い

お こした うえで18),そ の構成 についてわれわれな りの読解 を こころみた い。

最初 の落馬 の 日以 降,正 統王朝派 の貴族夫人 と共和主義 の少尉 であ るがゆえ

に,2人 のあいだに はまだ社会的 に も空 間的に も大 きな距離 があ る。 ただひ と

つ視線 によ って しか相手 への関心 を無媒介 的にみたす ことがで きない。 その よ

うな状況 のなかで 「白壁」 と 「緑色 の鎧戸」 とい う2つ の色 は,夫 人 の姿を も

とめ る視線 がたび重 な ることによ つて,主 人公 の心理 的な次元 で しだ いに換喩

的な性格 をおびて い つた とは考 え られ まいか19)。第1部 ・第10章,シ ャス ト

レール夫人 に近づ くために策 を講 じ,ナ ンシーの貴族社会 に うまく迎 えいれ ら

れた主人公 が,テ オ ドラン ド・ド・セル ピエール嬢 と出会 う場面

そばにすわつている娘はひどい赤毛で,背 丈が5フ ィート4イ ンチ近 くもあり,大 き

な純白の ドレスを着て幅のひろい緑のバンドを しあ,こ れが痩せてぺ しゃんこの胴ま

わりをぐつとひきたてていた。白と緑のこのとりあわせはリュシアンにはたいそう醜

く思われたが,こ のように彼がよその社会の趣味の悪さに不愉快を感 じたのは,す こ

しも政治的な立場からではなかった。[872]

主人公の視界にとびこむ 「純白の ドレス」 と 「緑のバンド」は,そ の心中に嫌

悪感を喚起するという点で,最 初の落馬の場景における 「白壁」 と 「緑色の鎧

戸」のテーマ的反復 となつているが,こ こで語 り手によつてなされる心理的な
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説 明 は,シ ャス トレール夫人 との出会 い以 降の主人 公の内面 の変化 を示 唆 して

い るよ うに思 え る。 「白色」 と 「緑 色」の暗示 す る政治的意 味 とは,前 者 が ブ

ルボ ン王家 の色 で当時の正統 王朝派 のエ ンブ レムともな つてお り,後 者の方 は

フランス王妃 の色 とされて いた点 を さ して い るのだが,「 彼 が よそ の社会 の趣

味の悪 さに不愉快 を感 じたの は,す こ しも政治的な立場か らで はなか つた」 と

い う一 文 は,は じめ主人公が 「白壁」 と 「緑色の鎧戸」 にた い して抱 いた印象

「趣味のない田舎者 はなん とあ くどい色をつか うのだ ろ う」 に政治的

な判断が はい つて いた ことを窺 わせ は しまいか。「白 と緑 の この と りあわせ」

が リュシア ンを不愉快 にさせ るのは,い うまで もな く,そ れが無意識 の うちに

「白壁」 と 「緑色 の鎧戸」,す なわ ち シャス トレール夫人 を思 い起 こさせ るか ら

にほか な らない。 もちろん,本 来 の彼女 自身 とい うよ りも,ま だ手 の とどかな

いか け離れ た存在 と して の夫人で あ り,リ ュシア ンの不快感 は この 「隔た り」

の意識 に由来 しているのであ る。

ところで セル ピエール嬢 は,「 白 と緑 の この とりあわせ」 によ る第一 印象 に

もかかわ らず,リ ュシア ンが心 を許 す数少 ない友 人 とな り,や がて は夫人 との

恋 の仲立 ち的な役割 を無 自覚 に演 じる人物 ともな るのだが,こ う した構図 は主

人公 とシャス トレール夫人 の恋愛 が 「白壁」 と 「緑色の鎧戸」 の悪印象 に先立

たれていた構 図にみ ごとに呼応 して いる。その意味で セル ピエール嬢 の衣裳 の

色 は,主 人公 たち の恋 物 語 の 「中心紋miseenabyme」 と はいえ な い まで

も,小 説 の構成 にお ける予告的 な機能 を もつているのが理解 できよ う。

「緑色」 と 「白色」 とい う対 にな つた2色 は,さ らに第1部 ・第15章 に は じ

まるマルシーイ侯爵夫人邸 での舞踏会 の場景 に も見 いだせる

中に入ろうとして,リ ュシアンはどの婦人もみな緑の リボンか白のリボンをつけて

いるのに気がついたが,ぜ んぜん腹を立てたりしなかつた。この侮辱は国家の元首,

つ まり裏切り者の元首にむけられている。[913]

ここでも色のもつ政治的な意味あいに言及がなされているが,セ ルピエール嬢

との出会いの場面 とは異なり,主 人公がいかなる不快感 も示 していないのは,

この間にシャストレール夫人との関係に変化が生 じたためであろう。彼女 とは

「社交界で一度 も出会 つたことがない」状態がつづいていた主人公は,「習慣か
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らほ とん ど毎 日のよ うに」通 つて いた 「緑色 の鎧戸」 の下,つ ま り夫人 の眼前

で の2度 目の落馬 を して しま う(第13章)。 この ライ トモチ ー フの後 ほ どな

く,2人 はコメル シー夫 人邸で遭遇 し(第14章),セ ル ピエール邸で紹介 され

(第14章),別 の 日のセル ピエール邸 での晩餐会 で は,ほ ん のかたちだ けで は

あるが会話を交わす まで になる(第15章)。 つ ま り,そ れ まで2者 の間 にあ つ

た空間 的な 「距離」が一挙 に縮 ま つた ところで,第15章 の 舞踏会 の場 景を む

かえ るので ある。

緑 と白の リボ ンとい うライ トモチーフにつ いては,も はや多 く語 る必要 はあ

るまい。 リュシア ンはことば,シ ャス トレール夫人 はまなざ しと,異 なるかた

ちで それぞれが恋 の告 白をす る,最 初 のク ライマ ックスが この舞踏会 の場景 に

置かれて いるか らで ある。 ただ し,こ こで見落 と してはな らないのは,主 人公

たちの身 にまと う衣裳が,ほ か な らぬ 「緑 の軍服」 と 「白の ドレス」 である点

だ

東部 フランスは軍人びいきのはなはだ強い地方で,軍 服には好意をよせている。 リュ

シアンが舞踏会の最大の花形 としてとおつたのも,大 部分は,彼 がこの社交界で優美

に軍服をつけたほとんど唯一の男だったことによる。[914-915]

シ ャス トレー ル夫 人 は簡 素 な 白 の ドレ スを 着 て い た 〔… 〕[916]

ジ ャン ・ルーセが いみ じくも指摘 す るよ うに20),第15章 か ら第19章 に わた る

この舞踏会 の場景 こそが,小 説全体 のなか で真 っ先 に執筆 された,い わば作家

のイマジネー ションの重要 な核 とも見 なせ る部分で あるな らば,互 いにかわさ

れ る告 白の場面 に先立 つて,主 人公 たちが一緒 の組 でカ ドリーユを踊 りワル ツ

を踊 るという,「 緑 色」 と 「白色」の衣裳 の うみ だす動 的な コ ン トラス トが,

な によ りも2人 の恋 を象徴す る特権的 な色彩的要素 としてス タンダールの脳裏

に思 い描かれ た,そ う推測す る こともで きるのではないか。 しか も 「白色」 は

その名 前(Chasteller)に 示 され るよ うに夫 人 の 「純 潔 さchaste」 を,ま た

青春 の象徴 と もされ る 「緑色」 は リュ シア ンの処世 の型 にはま らぬ 「あどけな

さnaivet6」21),す な わち 〈感 じやすい魂〉 を想起 させ るのであ る。

以降 の展開で は,も はや この2色 を対 に した ライ トモチー フは もちい られな

くなる。か わ つて 「緑 の鎧戸」 や,ド カ ンクール夫人邸 の 「小 さな緑色 のテー
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ブル 」,ビ ュ レル ヴ ィレールの森 のなか のカフ ェ ・ハ ウス 「緑 の狩人leChas-

seurvert」 な ど,「 緑色」 のみのモチー フが恋 の進 展におけ る重要 な局面 にお

かれ ることにな る。 この転換 は舞踏会の場景を さか いに2人 の関係が変化 した

ことに呼応 した ものだ ろう。つ まり,差 恥心か ら容易 には主人公を うけいれ な

い シ ャス トレール夫人 と,疑 念 に苦 しむ リュ シア ンによ る恋 の二 重唱 にお い

て,緑 の軍 服を きた,文 字 どお り 〈緑の狩人〉で ある主人公 の攻 める役割 の方

が今 や叙 述 の基 調 をなす こと,ま た森 のふか い緑 と甘美 な音楽 につ つ まれ た

「緑 の狩 人」亭 が特権的 な恋 の トポス と して機能す る ことに関連 してい るので

あ ろう。

結 語

リュシアンとシャス トレール夫人の恋愛を縦糸に,7月 王政期の社会風刺を

横糸にして編まれたともいえる 『リュシアン・ルーヴエン」のなかで,主 人公

たちの 〈衣裳〉という風俗的な細部が,い ずれの主題においてもきわめて重要

な役割を演 じるモチーフとしてテクス トに織 りこまれているという特徴があき

らかになつたと思 う。 このような手法は 『アルマンス』や 「赤 と黒』の創作に

は見 られなか つたものではあるまいか。

また 〈衣裳〉のモチーフにかんするもうひとつ特色 としては,パ リが舞台の

中心をしめる小説の第2部 では,第1部 と大 きく異なることに,主 人公や副次

的な作中人物たちの服装に言及があまりなされない点があげられよう。内務大

臣の秘書 となつた主人公の身をつつむ地味な黒服 は,い かなる主題論的な光彩

も放つことはなく,ご くおとなしい風俗的な細部にとどまつている。 この事実

はひるがえつて第1部 における 〈衣裳〉の重要性を証するものであろう。

ところで,ス タンダールはこの未完の小説の執筆中,『 ルーヴェン』『マルタ

島のオレンジ』『信号機』「赤と白』『鶏頭色 と白』「プレモルの森』『緑の狩人』

というように,い くつかの表題を候補にあげている.わ れわれの考察結果か ら

見れば,全 体の草稿がほぼ書 きあげられたのち,主 として1835年9月 に口述

筆記 された草稿の題名に 『緑の狩人』が選ばれている事実はたいへん興味ぶか

くもあるが,こ の問題の検討はいずれ別の機会にゆずりたい。
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